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穏やかな日差しから、少しずつ春の訪れを感じる季節となり
ました。３月は卒園・卒業のシーズン。こども園、小・中・高・大学校
を卒業される皆さんおめでとうございます。4月は春というイメージとと
もに、入学・就職など新しい出発の時期です。新入生や新社会人は慣れ
ない環境に戸惑うこともあるかもしれませんが、夢と希望を持ってスタ
ートして欲しいです。一緒に頑張りましょう！！ (千葉弘樹）
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今年度の「福祉ふれあい作品コンクール」への応募点数は６７４点でした。
作文・標語・ポスター・書道の４部門それぞれのテーマに沿った多くのす
ばらしい作品をありがとうございました。

福祉ふれあい作品コンクール
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優秀賞 佳作 佳作 佳作

佳作 佳作 佳作 優秀賞 佳作

今号今号今号今号今号今号今号ののののののの表紙表紙表紙表紙

　本年度は、クリーンキャンペーンを市内９か所で、また能登半島地震義援金の街頭募金を市内３カ所で実
施いたしました。多くの皆さんにご協力をいただき、誠にありがとうございました。
　登米市ボランティア協会では、地域の皆様と共に今後も活動を続けてまいります。
清掃活動：迫老人福祉センター周辺、登米公民館・老人福祉センター周辺、東和町三滝堂周辺
　　　　　中田老人福祉センター周辺、陸前豊里駅前周辺、米山町平筒沼周辺
　　　　　石越福祉センター周辺、南方中央運動広場、津山もくもくランド周辺
募金活動：令和６年２月１８日 ウジエスーパー佐沼店、みやぎ生協加賀野店、道の駅三滝堂
募 金 額：２１４，５９４円

【きれいな町クリーンキャンペーンと支え合い募金活動】
【登米市ボランティア協会】

作品展示会の様子（イオンタウン佐沼店）

この広報には皆様の会費と赤い羽根共同募金
配分金の一部が使われております。

登米市社協
マスコットキャラクター
ふくまる

令和5年度 登米市社会福祉協議会会長表彰者の紹介
令和5年度 福祉ふれあい作品コンクール入賞者の紹介
支所トピックス
ふくまるフェスタ開催について
『能登半島地震義援金』へのご協力ありがとうございました

令和5年度 登米市社会福祉協議会会長表彰者の紹介令和5年度 登米市社会福祉協議会会長表彰者の紹介令和5年度 登米市社会福祉協議会会長表彰者の紹介令和5年度 登米市社会福祉協議会会長表彰者の紹介
令和5年度 福祉ふれあい作品コンクール入賞者の紹介令和5年度 福祉ふれあい作品コンクール入賞者の紹介令和5年度 福祉ふれあい作品コンクール入賞者の紹介令和5年度 福祉ふれあい作品コンクール入賞者の紹介
支所トピックス支所トピックス支所トピックス支所トピックス
ふくまるフェスタ開催についてふくまるフェスタ開催についてふくまるフェスタ開催についてふくまるフェスタ開催について
『能登半島地震義援金』へのご協力ありがとうございました『能登半島地震義援金』へのご協力ありがとうございました『能登半島地震義援金』へのご協力ありがとうございました『能登半島地震義援金』へのご協力ありがとうございました

令和5年度 登米市社会福祉協議会会長表彰者の紹介
令和5年度 福祉ふれあい作品コンクール入賞者の紹介
支所トピックス
ふくまるフェスタ開催について
『能登半島地震義援金』へのご協力ありがとうございました
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新しく評議員が選任されました
のでお知らせします。（敬称略）

退任されました、杉山孝俊さんには、
本会の運営にご尽力をいただき、深
く感謝申し上げます。

猪股　圭太郎
(とめ青年会議所理事長)
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東
郷
小
学
校
　
４
年
　
林
　
田
　
桜
　
和

■
中
学
校
の
部

　最 

優 

秀 

賞

 

・
南
方
中
学
校
　
２
年
　
阿
　
部
　
苺
　
果

　優

　秀

　賞

・
米
山
中
学
校
　
３
年
　
渡
　
邊
　
結
　
菜

・
米
山
中
学
校
　
２
年
　
渡
　
邊
　
将
　
矢

　
佳

　
　
　作

・
南
方
中
学
校
　
２
年
　
千
　
葉
　
ひ
ば
り

《
ポ
ス
タ
ー
》

■
小
学
校
の
部

　最 

優 

秀 

賞

 

・
登
米
小
学
校
　
６
年
　
佐
久
田
　
歩
　
夢

　優

　秀

　賞

 

・
加
賀
野
小
学
校
２
年
　
後
　
藤
　
来
　
羽

・
南
方
小
学
校
　
６
年
　
宮
　
内
　
琉
　
都

　佳

　
　
　作

 

・
佐
沼
小
学
校
　
３
年
　
松
　
永
　
真
　
琴

・
南
方
小
学
校
　
６
年
　
星
　
　
　
瑞
　
希

・
加
賀
野
小
学
校
５
年
　
伊
　
藤
　
羽
　
菜

・
米
川
小
学
校
　
３
年
　
千
　
葉
　
雪
　
乃

■
中
学
校
の
部

　最 

優 

秀 

賞

 

・
東
和
中
学
校
　
３
年
　
芳
　
賀
　
桜
　
空

　優

　秀

　賞

 

・
東
和
中
学
校
　
３
年
　
菅
　
原
　
　
　
悠

・
石
越
中
学
校
　
１
年
　
猪
　
股
　
優
　
生

　佳

　
　
　作

 

・
東
和
中
学
校
　
３
年
　
星
　
名
　
　
　
柊

・
東
和
中
学
校
　
３
年
　
後
　
藤
　
真
　
果

・
登
米
中
学
校
　
３
年
　
棕
　
澤
　
ゆ
　
ま

《
書
道
》

■
小
学
校
下
学
年
の
部

　最 

優 
秀 
賞

 
　

・
浅
水
小
学
校
　
３
年
　
佐
　
藤
　
穂
　
高

　優

　秀

　賞

・
米
谷
小
学
校
　
３
年
　
千
　
葉
　
菜
　
月

・
佐
沼
小
学
校
　
１
年
　
佐
々
木
　
綾
　
子

　佳

　
　
　作

・
津
山
小
学
校
　
３
年
　
千
田
　
　
帆
　
栞

・
佐
沼
小
学
校
　
３
年
　
髙
山
　
　
ひ
ま
り

■
小
学
校
上
学
年
の
部

　最 

優 

秀 

賞

・
佐
沼
小
学
校
　
６
年
　
吉
　
田
　
羽
　
那

　優

　秀

　賞

・
佐
沼
小
学
校
　
６
年
　
佐
々
木
　
楠
　
乃

・
豊
里
小
学
校
　
５
年
　
佐
々
木
　
　
　
蘭

　佳

　
　
　作

 

・
佐
沼
小
学
校
　
６
年
　
佐
々
木
　
結
　
愛

■
中
学
校
の
部

　最 

優 

秀 

賞

 

・
新
田
中
学
校
　
３
年
　
髙
　
山
　
凜
　
花

　優

　秀

　賞

・
中
田
中
学
校
　
２
年
　
原
　
谷
　
小
　
夏

・
東
和
中
学
校
　
２
年
　
佐
藤
　
　
愛
美
璃

　佳

　
　
　作

 

・
中
田
中
学
校
　
３
年
　
鈴
　
木
　
沢
　
望

・
佐
沼
中
学
校
　
２
年
　
佐
々
木
　
稜
　
仁

　
２
月
17
日
、
登
米
市
社
会
福
祉

協
議
会
「
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

席
上
に
お
い
て
、
市
内
の
小
・
中

学
生
を
対
象
に
、「
令
和
５
年
度
福

祉
ふ
れ
あ
い
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
応
募
総
数
６
７
４
点

か
ら
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次

の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
に
お
か
れ
ま
し
て
、
入

選
さ
れ
た
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

福祉ふれあい作品
コンクール入賞者表彰
福祉ふれあい作品
コンクール入賞者表彰
福祉ふれあい作品
コンクール入賞者表彰
福祉ふれあい作品
コンクール入賞者表彰
福祉ふれあい作品
コンクール入賞者表彰

か
ぞ
く
へ
の
思
い・き
ず
な

何
気
な
い
言
葉
の
大
切
さ

お
せ
っ
か
い
と
サ
ポ
ー
ト

祖
父
母
か
ら

　
受
け
た
や
さ
し
さ

　
　
　
　
　
　
恩
返
し

あ
り
が
と
う
　

　
　
そ
の
一
言
に
　

　
　
　
　
あ
り
が
と
う

▲シンポジウムでは、3名のシンポジスト 
(南三陸町社協髙橋様、東松島市社協
浅野様、フリーランス小野寺様)より、
「〝地域も社協も元気になる〟～つぶ
やきから広がる、地域のつながり～」
と題した住民と社協との関わりにつ
いてお話を頂戴しました。

▲表彰式では、市社協会長による賞
状授与及び作文の部「最優秀受賞
者・優秀賞受賞者」による朗読発表
を行いました。
　朗読発表者からは自身の福祉に
対する想いを堂々と発表され、会場
からは大きな拍手が送られました。

　令和６年２月１７日（土）、登米祝祭劇場にて、
「地域福祉フォーラム」表彰式典を開催しました。
　表彰を受けた皆様をご紹介します。
　（敬称略・順不同）



２３

◆
登
米
市
社
協
会
長
表
彰

■
社
会
福
祉
協
議
会
功
労
表
彰

【

　迫

　】

・
鈴
　
木
　
惠
　
一

・
髙
　
梨
　
八
重
子

・
小
野
寺
　
博
　
明

・
吉
　
田
　
　
　
裕

・
菅
　
野
　
恵
　
子

・
及
　
川
　
甚
　
悦

・
髙
　
橋
　
武
　
彦

・
高
　
橋
　
　
　
巌

【
東

　和
】

・
秋
　
葉
　
茂
　
雄

・
及
　
川
　
睦
　
子

・
阿
　
部
　
豪
　
英

・
片
　
桐
　
百
合
子

・
秋
　
山
　
喜
代
子

・
小
野
寺
　
乃
理
子

・
佐
　
藤
　
多
恵
子

・
佐
　
藤
　
光
　
江

・
荒
　
川
　
恵
　
子

・
熊
　
谷
　
真
　
美

【
豊

　里
】

・
佐
々
木
　
信
　
義

・
千
　
葉
　
久
美
子

・
須
　
藤
　
八
千
代

・
只
　
野
　
孝
　
喜

・
佐
々
木
　
繁
　
己

【
米

　山
】

・
浅
　
田
　
信
　
子

・
千
　
葉
　
恵
津
子

・
千
　
葉
　
た
み
子

・
渡
　
邊
　
よ
し
え

・
渡
　
邊
　
　
　
政

・
高
　
橋
　
房
　
江

・
沼
　
倉
　
髙
　
子

・
及
　
川
　
清
　
子

・
佐
々
木
　
良
　
二

・
千
　
葉
　
ふ
み
子

・
後
　
藤
　
和
　
子

・
大
立
目
　
強
　
一

・
佐
々
木
　
ま
つ
み

・
大
立
目
　
　
　
伸

・
赤
　
沼
　
栄
　
子

・
千
　
葉
　
優
　
子

・
阿
　
部
　
寿
美
子

・
及
　
川
　
か
よ
子

【
石

　越
】

・
石
　
垣
　
弘
　
子

・
菅
　
原
　
貴
　
子

・
高
　
橋
　
妙
　
子

・
川
　
嶋
　
多
美
子

・
菅
　
原
　
協
　
子

・
山
　
本
　
あ
つ
子

・
佐
　
藤
　
衿
　
子

・
猪
　
股
　
千
代
子

・
菅
　
原
　
い
わ
子

【
南

　方
】

・
瀬
ケ
沼
　
恵
美
子

・
渡
　
辺
　
た
つ
子

・
高
　
橋
　
と
み
え

・
佐
々
木
　
良
　
子

・
小
野
寺
　
陽
出
子

【
津

　山
】

・
菊
　
地
　
貞
　
次

【
職

　員
】

・
伊
　
藤
　
　
　
修

・
菅
　
原
　
か
お
り

・
福
　
田
　
哲
　
子

・
須
　
藤
　
和
　
子

・
小
　
野
　
得
　
子

・
髙
　
橋
　
尚
　
子

・
千
　
葉
　
ゆ
か
り

・
加
　
納
　
菜
　
美

・
星
　
　
　
大
　
地

・
佐
　
藤
　
亜
　
希

・
千
　
葉
　
京
　
子

・
渡
　
邊
　
亜
　
弥

・
飯
　
塚
　
つ
ぎ
を

・
千
　
葉
　
荒
　
子

・
菅
　
原
　
美
知
子

・
千
　
葉
　
み
き
子

・
岩
　
淵
　
田
鶴
子

・
佐
　
藤
　
祥
　
子

・
木
　
村
　
千
代
子

・
佐
々
木
　
浩
　
行

・
佐
　
藤
　
る
　
み

・
菅
　
原
　
初
　
美

・
佐
　
藤
　
　
　
歩

■
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
表
彰

【
米

　山
】

・
鈴
　
木
　
み
つ
こ

【
石

　越
】

・
松
　
澤
　
か
な
め

■
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
功
労
表
彰

【
登

　米
】

・
伊
　
藤
　
　
　
久

・
跡
　
部
　
哲
　
也

【
中

　田
】

・
只
　
野
　
清
　
子

・
江
　
畑
　
武
　
志

・
佐
々
木
　
良
　
明

【
米

　山
】

・
小
野
寺
　
つ
よ
子

【
南

　方
】

・
渡
　
邊
　
良
　
昭

・
瀬
ケ
沼
　
恵
美
子

・
村
　
田
　
の
り
子

・
山
　
田
　
三
枝
子

・
南
方
町
砥
落
老
人
ク
ラ
ブ

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
表
彰

【

　迫

　】

・
小
野
寺
　
い
よ
子

・
岩
　
渕
　
と
き
子

・
尾
　
形
　
秀
　
男

・
飯
　
塚
　
英
　
子

・
佐
　
藤
　
昌
　
枝

・
い
つ
も
元
気
12
期
会

（
宮
城
い
き
い
き
学
園
登
米
栗
原
校
12
期
会
）

・
翔
春
会

【
登

　米
】

・
菅
　
原
　
善
　
市

・
芳
　
賀
　
竹
　
美

【
東

　和
】

・
小
　
塚
　
了
　
司

・
猪
　
股
　
幸
　
子

・
千
　
葉
　
幸
　
弘

【
中

　田
】

・
佐
　
藤
　
　
　
學

【
豊

　里
】

・
佐
　
藤
　
孝
　
子

・
佐
々
木
　
和
　
代

・
千
　
葉
　
六
　
郎

【
米

　山
】

・
佐
　
藤
　
と
み
子

・
加
　
藤
　
志
　
信

・
佐
々
木
　
よ
し
こ

【
石

　越
】

・
小
野
寺
　
恵
　
子

【
津

　山
】

・
阿
　
部
　
ち
ゑ
子

・
杉
　
田
　
こ
と
じ

・
大
　
森
　
英
　
子

・
佐
　
藤
　
み
や
子

・
佐
佐
木
　
恵
　
子

・
菅
　
原
　
圭
　
子

・
後
　
藤
　
富
　
雄

■
遺
族
会
功
労
表
彰

【

　迫

　】

・
髙
　
橋
　
ケ
イ
子

・
亀
　
川
　
晶
　
子

・
及
　
川
　
甚
　
悦

【
東

　和
】

・
佐
　
藤
　
敦
　
子

・
佐
　
藤
　
良
　
子

・
佐
々
木
　
千
代
子

・
小
野
寺
　
　
　
浩

【
石

　越
】

・
石
　
垣
　
富
　
雄

・
菅
　
原
　
政
　
昭

【
南

　方
】

・
矢
　
部
　
邦
　
夫

【
津

　山
】

・
中
　
内
　
　
　
清

・
佐
々
木
　
喜
　
市

◆
登
米
市
社
協
会
長
表
彰

■
母
子
福
祉
連
合
会
功
労
表
彰

【

　迫

　】

・
伊
　
藤
　
ち
み
子

◆
登
米
市
社
協
会
長
感
謝
状

■
篤
志
寄
付
感
謝
状

【

　迫

　】

・
株
式
会
社
　
清
建

【
東

　和
】

・
首
　
藤
　
和
　
哉

【
南

　方
】

・
氏
　
家
　
良
　
之

■
特
別
会
費
篤
志
納
付
感
謝
状

【

　迫

　】

・
株
式
会
社
富
士
測
地
開
発

【
東

　和
】

・
北
上
石
油
株
式
会
社

【
中

　田
】

・
み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合

【
豊

　里
】

・
株
式
会
社
千
葉
モ
ー
タ
ー
ス

・
有
限
会
社
豊
里
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

・
株
式
会
社
マ
ル
ニ
興
業

・
阿
　
部
　
敏
　
光

【
米

　山
】

・
有
限
会
社
親
和
建
設

・
株
式
会
社
浅
野
工
務
店

・
有
限
会
社
今
野
商
店

・
宮
田
建
設
株
式
会
社

【
一
関
市
】

・
内
藤
印
刷
有
限
会
社

地域福祉の向上
　発展に貢献
地域福祉の向上
　発展に貢献令

和
５
年
度

　
　
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

令
和
５
年
度

　
　
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

《
作
文
》

　

■
小
学
校
下
学
年
の
部

　優

　秀

　賞

・
登
米
小
学
校
　
２
年
　
本
　
吉
　
結
　
衣

　・
新
田
小
学
校
　
２
年
　
及
　
川
　
凌
　
雅

■
小
学
校
上
学
年
の
部

　最 

優 

秀 

賞

 

・
新
田
小
学
校
　
６
年
　
赤
　
間
　
　
　
遥

　優

　秀

　賞

・
西
郷
小
学
校
　
６
年
　
髙
　
橋
　
歩
　
楓

・
北
方
小
学
校
　
４
年
　
坂
　
部
　
里
　
來

　佳

　
　
　作

・
石
越
小
学
校
　
４
年
　
佐
々
木
　
壱
　
晟

■
中
学
校
の
部

　最 

優 

秀 

賞

・
南
方
中
学
校
　
２
年
　
髙
　
橋
　
悠
　
真

　優

　秀

　賞

 

・
南
方
中
学
校
　
２
年
　
後
　
藤
　
み
な
み

・
南
方
中
学
校
　
２
年
　
澁
　
谷
　
　
　
詩

　佳

　
　
　作

・
佐
沼
中
学
校
　
２
年
　
髙
　
橋
　
彩
　
花

《
標
語
》

■
小
学
校
の
部

　最 
優 
秀 

賞

 

・
佐
沼
小
学
校
　
６
年
　
熱
　
海
　
光
志
朗

　優

　秀

　賞

・
東
郷
小
学
校
　
１
年
　
佐
々
木
　
さ
く
ら

・
東
郷
小
学
校
　
１
年
　
三
　
浦
　
瑛
　
琉

　佳

　
　
　作

 

・
東
郷
小
学
校
　
４
年
　
林
　
田
　
桜
　
和

■
中
学
校
の
部

　最 

優 

秀 

賞

 

・
南
方
中
学
校
　
２
年
　
阿
　
部
　
苺
　
果

　優

　秀

　賞

・
米
山
中
学
校
　
３
年
　
渡
　
邊
　
結
　
菜

・
米
山
中
学
校
　
２
年
　
渡
　
邊
　
将
　
矢

　
佳

　
　
　作

・
南
方
中
学
校
　
２
年
　
千
　
葉
　
ひ
ば
り

《
ポ
ス
タ
ー
》

■
小
学
校
の
部

　最 

優 

秀 

賞

 

・
登
米
小
学
校
　
６
年
　
佐
久
田
　
歩
　
夢

　優

　秀

　賞

 

・
加
賀
野
小
学
校
２
年
　
後
　
藤
　
来
　
羽
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ラ
ム
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対
象
に
、「
令
和
５
年
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ふ
れ
あ
い
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
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の
表
彰
式
が
行
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れ
ま
し
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。
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６
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入
賞
さ
れ
ま
し
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。

　
お
め
で
と
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ご
ざ
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し
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。

　
各
部
門
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お
か
れ
ま
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選
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紹
介
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敬
称
略
・
順
不
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か
ぞ
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へ
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思
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ず
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何
気
な
い
言
葉
の
大
切
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お
せ
っ
か
い
と
サ
ポ
ー
ト

祖
父
母
か
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受
け
た
や
さ
し
さ

　
　
　
　
　
　
恩
返
し

あ
り
が
と
う
　

　
　
そ
の
一
言
に
　

　
　
　
　
あ
り
が
と
う

▲シンポジウムでは、3名のシンポジスト 
(南三陸町社協髙橋様、東松島市社協
浅野様、フリーランス小野寺様)より、
「〝地域も社協も元気になる〟～つぶ
やきから広がる、地域のつながり～」
と題した住民と社協との関わりにつ
いてお話を頂戴しました。

▲表彰式では、市社協会長による賞
状授与及び作文の部「最優秀受賞
者・優秀賞受賞者」による朗読発表
を行いました。
　朗読発表者からは自身の福祉に
対する想いを堂々と発表され、会場
からは大きな拍手が送られました。

　令和６年２月１７日（土）、登米祝祭劇場にて、
「地域福祉フォーラム」表彰式典を開催しました。
　表彰を受けた皆様をご紹介します。
　（敬称略・順不同）
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▲つながれ！広まれ！ボランティア

▲ひとつひとつ丁寧に作りました。▲自分で守ろう自分の命

▲講師：㈱まちおもい 大山敏幸氏▲実際の行政区の地図を用いて作成

▲昔の感覚思い出したよー！!

支 所 ト ピ ッ ク ス支 所 ト ピ ッ ク ス

　１月２５日、東和町ボランティア友の
会と共催でボランティア交流会を開催し
ました。ボランティア活動をされている
方、これから活動を始めてみたい方など
５１名が参加されました。
　各地区のミニデイサービス実施状況を
まとめたスライドショーやボランティア
による唄や踊りの披露の他、お楽しみ抽
選会も行われました。
　参加者は互いの情報を交換し合い、会
場のあちこちでは会話に花が咲き、大変
充実した交流会となりました。　 （阿部）

　地域のお声から１月３１日、協議体委
員や福祉活動推進員等を対象に「空き家
に関する研修会」と題し、空き家の現状
と「我が家」のこれからに備えてどうし
たらよいのかを学びました。空き家に対
する法律が変わり、より適切に管理をし
なければなりません。
　空き家対策に地域で取り組んでいる事
例を聞き、参加者は「まずは自分の家が
登記されているのか調べてみたい」と話
していました。

（長谷）

地域の空家、
どうしよう？

　中田では７５歳以上のひとり暮らし高
齢者の方へ誕生日プレゼントを配布して
います。地域ボランティアの皆さんと登
米総合産業高校福祉部の生徒さんが書い
た絵手紙、サラダ会の方が作成した手作
りのプレゼントを、毎年民生委員、中田
町ボランティア友の会で誕生日にお届け
しています。地域の方々の協力により、
今年度で２６年目となり、只今２７個目
のプレゼントも作成中！ご協力頂いた皆
様に感謝いたします。

（後藤）

世界にひとつの
プレゼント！

　２月１３日、eスポーツというテレビ
ゲームを城内地区ミニデイに持ち込み実
践してみました。始めは訳が分からない
表情を浮かべていましたが、何度か挑戦
していくうちにコツを掴み、次の人に教
える方もでてきました。ゲームとは言え、
体を使って皆で楽しく出来るという点
は、健康維持に最適！
　今後、他行政区へも広めていければと
感じました。

（伊在井）

　１２月２日、石越小学校５学年ＰＴＡ
で防災学習「クロスロードゲーム」を行
いました。登米市に身近な災害（地震、
大雨）について振り返り、日頃の備えや
災害の知識をクイズ形式で学習しました。
　また、クロスロードゲームでは自身の
考え方はもちろん、友達から気づかされ
る考え方もあり、皆さん真剣に話し合い
を行っていました。　　　　　 （小野寺）

クロスロードゲームとは：災害時にどのような
判断をするのか、判断はどうだったかを考える
ゲーム。

天災は忘れた頃に
やってくる

eスポーツ皆で
楽しく健康に！

広げよう
ボランティアの輪！

東和

豊里

　２月２０日、南方農村環境改善セン
ターを会場に南方地区災害研修会を開催
しました。
　ウェザーハート災害福祉事務所代表の
千川原公彦氏を講師に依頼し、能登半島
地震の被災地支援活動の様子と地域の情
報を共有し、有事の際、適切な対応がで
きるようにするためのツールである防災
福祉マップ作りの演習を行いました。
　地域での助け合い、互助の重要性を再
認識し、真剣に取り組まれていました。

（佐々木）

防災福祉マップ
作りを体験

南方

中田

米山

石越
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▲「河内おとこ節」を踊りと一緒に熱唱！

▲赤・青チームでスルットカーリング

▲パッククッキングを体験

支 所 ト ピ ッ ク ス

　２月１０日、津山老人福祉センターを
会場に、「津山町老人クラブ連合会シル
バー芸能発表会」が４年ぶりに開催され
ました。
　後援にみやぎ北上商工会青年部津山支
部、登米市社協も加わり、各クラブより
２５演目、さらに「津山ダンベル」の皆
さんが特別出演で“お登米のトマト”を
披露。レクダンス・カラオケ・舞踊など、
芸達者揃いの舞台に、観客から「良がっ
たよ～、大笑いして楽しかった。また来
年もやってね～。」と嬉しい感想をいた
だきました。　　　　　　　　 　（菅原）

　２月６日、「とよま地区災害ボランティ
アセンタースタッフ体験研修会」を登米
市食生活改善推進員協議会とよま分会、
登米市との共催により実施しました。講
師にウェザーハート災害福祉事務所千川
原公彦氏をお招きし、災害ボランティア
センター設置訓練の後、食改の皆さんに
よる炊き出しを試食。参加者は、能登半
島地震もあり訓練に対し熱心に取り組
み、防災への意識を高めていました。

（後藤）

もしもに備えて、
学ぶ防災

　２月１４日、迫町ミニデイサービス・
シニアサロンお世話人研修会を午前・午
後の２回に分けて開催しました。各サロ
ンより１～２名の参加とし、総勢８１名
の参加があり、各サロンの活動紹介や新
しいレクリエーションの体験会、健康体
操を実施しました。
　今後の活動の参考になったとの声が出
されており、レク体験ではルールを確認
しながら楽しく実践していました。

（及川）

体験会でも
対戦は真剣に！

復活！
シルバー芸能発表会

津山

登米

迫

ご家族皆さんのご来場をお待ちしております！

1 2 3

4 5 6

４月27日㈯４月27日㈯
時間/10：00～14：00 

会場/迫体育館
（上靴をご持参ください）  
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　赤い羽根募金に協力していただきました住民
の皆さま、募金を呼び掛けていただいた各地区
の役員の方々、本年度も温かなご支援とご協力
を頂きまして、誠にありがとうございました。
　寄せられた募金は、宮城県共同募金会に送金
後、配分委員会の審議を経て、次年度に県内の
福祉施設や福祉団体、市町村共同募金委員会に
配分された後に、市町村社会福祉協議会へ配分
されます。
　登米市においては、社会福祉協議会へ配分
し、高齢者や子どもなどの「地域福祉活動」、
「ボランティア活動」、「福祉団体の助成」な
どに広く活用いたします。

　登米市社会福祉協議会の介護保険事業所、障害サービス事業所では、地域還元事業として健康体操や脳ト
レ、福祉用具の使い方などの出前講座やレクリエーション用具の貸し出しを行っております。また、グルー
プホームやデイサービス等での地域交流会や事業所見学も随時、受け付けています。
　地域での活動などにぜひご活用ください。
　申込みは、１か月前までに各介護・障害サービス事業所、または、本部・各支所
にご相談ください。

赤い羽根共同募金は、地域の福祉課題に向けた支援活動等への助成や、災害･被災地支援等も行っています。
詳しい情報は、宮城県共同募金会／中央共同募金会のホームページをご覧ください。

「能登半島義援金」募集については、引き続き受付をしております。 （問い合わせ先：登米市社会福祉協議会 本部）
 石川県共同募金会　「令和６年１月４日～同年１２月２７日」まで　【TEL：0220-21-6310】

　お寄せいただいた義援金は全額、宮城県共同募金会を
通じ石川県共同募金会へ寄付させていただきました。
　皆さまの温かいご支援、ご協力に感謝申し上げるとと
もに、被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げ
ます。

▲津山中学校の生徒、先生
方から集まった募金を贈呈
セレモニーにてお寄せいた
だきました。

▲佐沼小学校の児童、先生
方、保護者の方等約700名の方
から集まった募金をお寄せい
ただきました。

　令和６年１月能登半島地震により被害を受けられた皆様には、心からお見舞い申し上げます。
登米市社会福祉協議会では、地震災害により被害を受けられた方々を支援するため、法人内各支所受付において募
金活動や街頭募金を行ったところ、市内各所から沢山の義援金が寄せられました。
　お寄せいただいた義援金をご報告させていただきます。

　3月5日、特別養護老人ホーム風の路で、この日100歳
を迎えられた清水トク子様の長寿を祝う会が開催され
ました。
　職員お手製の桃色ちゃんちゃんこに身を包んだトク
子様がご家族とともに登場すると、会場全体が和やか
な雰囲気に包まれました。
　登米市福祉事務所長寿介護課課長から記念品を贈呈
された時は少し緊張のご様子でしたが、特製ケーキの
サプライズやふくまるの登場、思い出を撮影したスラ
イドショーでは、参加者からの歓声も聞こえ、笑顔あ
ふれるお祝いの会となりました。
　これからも益々お元気でお過ごしいただけますよ
う、ご支援させていただきます。

赤い羽根共同募金
ご協力ありがとうございました

みなさまの
「小さなやさしさ」が「大きな支援の輪」

となっております。

義援金の総額：1,841,179円
（※令和6年1月15日～2月29日分）

義援金の総額：1,841,179円
（※令和6年1月15日～2月29日分）

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました
能登半島地震義援金能登半島地震義援金能登半島地震義援金能登半島地震義援金

100回目の記念日に100回目の記念日に

募金種別一覧表募金種別一覧表

令和5年度共同募金運動 報告 令和5年度共同募金運動 報告 令和5年度共同募金運動 報告 令和5年度共同募金運動 報告 
登米市募金総額　17,553,141円登米市募金総額　17,553,141円登米市募金総額　17,553,141円登米市募金総額　17,553,141円

（前年実績額　17,673,658 円）（前年実績額　17,673,658 円）

赤い羽根共同募金 検索

戸 別 募 金
街 頭 募 金
法 人 募 金
学 校 募 金
職 域 募 金
イベント募金
個 人 募 金
そ の 他
募 金 合 計

15,714,838円
11,978円
173,000円
202,054円
514,943円
776,420円
9,386円

150,522円
17,553,141円

19,139戸
1回
25件
35校
144件
22回
4件
17件

募　金　種　別 金　　　額 備　　　考

令和６年1月31日実績
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　赤い羽根募金に協力していただきました住民
の皆さま、募金を呼び掛けていただいた各地区
の役員の方々、本年度も温かなご支援とご協力
を頂きまして、誠にありがとうございました。
　寄せられた募金は、宮城県共同募金会に送金
後、配分委員会の審議を経て、次年度に県内の
福祉施設や福祉団体、市町村共同募金委員会に
配分された後に、市町村社会福祉協議会へ配分
されます。
　登米市においては、社会福祉協議会へ配分
し、高齢者や子どもなどの「地域福祉活動」、
「ボランティア活動」、「福祉団体の助成」な
どに広く活用いたします。

　登米市社会福祉協議会の介護保険事業所、障害サービス事業所では、地域還元事業として健康体操や脳ト
レ、福祉用具の使い方などの出前講座やレクリエーション用具の貸し出しを行っております。また、グルー
プホームやデイサービス等での地域交流会や事業所見学も随時、受け付けています。
　地域での活動などにぜひご活用ください。
　申込みは、１か月前までに各介護・障害サービス事業所、または、本部・各支所
にご相談ください。

赤い羽根共同募金は、地域の福祉課題に向けた支援活動等への助成や、災害･被災地支援等も行っています。
詳しい情報は、宮城県共同募金会／中央共同募金会のホームページをご覧ください。

「能登半島義援金」募集については、引き続き受付をしております。 （問い合わせ先：登米市社会福祉協議会 本部）
 石川県共同募金会　「令和６年１月４日～同年１２月２７日」まで　【TEL：0220-21-6310】

　お寄せいただいた義援金は全額、宮城県共同募金会を
通じ石川県共同募金会へ寄付させていただきました。
　皆さまの温かいご支援、ご協力に感謝申し上げるとと
もに、被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げ
ます。

▲津山中学校の生徒、先生
方から集まった募金を贈呈
セレモニーにてお寄せいた
だきました。

▲佐沼小学校の児童、先生
方、保護者の方等約700名の方
から集まった募金をお寄せい
ただきました。

　令和６年１月能登半島地震により被害を受けられた皆様には、心からお見舞い申し上げます。
登米市社会福祉協議会では、地震災害により被害を受けられた方々を支援するため、法人内各支所受付において募
金活動や街頭募金を行ったところ、市内各所から沢山の義援金が寄せられました。
　お寄せいただいた義援金をご報告させていただきます。

　3月5日、特別養護老人ホーム風の路で、この日100歳
を迎えられた清水トク子様の長寿を祝う会が開催され
ました。
　職員お手製の桃色ちゃんちゃんこに身を包んだトク
子様がご家族とともに登場すると、会場全体が和やか
な雰囲気に包まれました。
　登米市福祉事務所長寿介護課課長から記念品を贈呈
された時は少し緊張のご様子でしたが、特製ケーキの
サプライズやふくまるの登場、思い出を撮影したスラ
イドショーでは、参加者からの歓声も聞こえ、笑顔あ
ふれるお祝いの会となりました。
　これからも益々お元気でお過ごしいただけますよ
う、ご支援させていただきます。

赤い羽根共同募金
ご協力ありがとうございました

みなさまの
「小さなやさしさ」が「大きな支援の輪」

となっております。

義援金の総額：1,841,179円
（※令和6年1月15日～2月29日分）

義援金の総額：1,841,179円
（※令和6年1月15日～2月29日分）

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました
能登半島地震義援金能登半島地震義援金能登半島地震義援金能登半島地震義援金

100回目の記念日に100回目の記念日に

募金種別一覧表募金種別一覧表

令和5年度共同募金運動 報告 令和5年度共同募金運動 報告 令和5年度共同募金運動 報告 令和5年度共同募金運動 報告 
登米市募金総額　17,553,141円登米市募金総額　17,553,141円登米市募金総額　17,553,141円登米市募金総額　17,553,141円

（前年実績額　17,673,658 円）（前年実績額　17,673,658 円）

赤い羽根共同募金 検索

戸 別 募 金
街 頭 募 金
法 人 募 金
学 校 募 金
職 域 募 金
イベント募金
個 人 募 金
そ の 他
募 金 合 計

15,714,838円
11,978円
173,000円
202,054円
514,943円
776,420円
9,386円

150,522円
17,553,141円

19,139戸
1回
25件
35校
144件
22回
4件
17件

募　金　種　別 金　　　額 備　　　考

令和６年1月31日実績
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ひとりで悩んでいませんか？ひとりで悩んでいませんか？

生活相談生活相談

各支所等
迫　支所 ℡０２２０（２２）３５３７ ／ 登米支所 ℡０２２０（５２）４８８９ ／ 東和支所 ℡０２２０（４５）２１３９
中田支所 ℡０２２０（３４）２０３０ ／ 豊里支所 ℡０２２５（７９）１１３５ ／ 米山支所 ℡０２２０（５５）２６４４
石越支所 ℡０２２８（３４）２５０１ ／ 南方支所 ℡０２２０（５８）５３０３ ／ 津山支所 ℡０２２５（６８）２１６１
登米地域福祉サポートセンター（まもりーぶ） ℡０２２０（２１）５３８０
米山地域包括支援センター(本所)℡０２２０（２９）５８２１／ 南方地域包括支援センター(分室)℡０２２０（５８）４３１１

介護保険サービス事業所
中田居宅介護支援事業所　　℡０２２０（３５）１２１８ ／ 米山居宅介護支援事業所　 ℡０２２０（５５）４０３０
石越居宅介護支援事業所　　℡０２２８（３５）５５７１
中田デイサービスセンター　℡０２２０（３４）２０３０／ 石越デイサービスセンター　℡０２２８（３５）５５７２
米山デイサービスセンター　℡０２２０（５５）５６１１
訪問介護事業所（ホームヘルプサービス）℡０２２０（５５）１０６５
認知症高齢者グループホームほほえみ　　℡０２２８（３５）５５７３
特別養護老人ホーム風の路　　　　　　　℡０２２８（３４）４１６５

障害福祉サービス事業所
ケアホーム　カーサにしき　  ℡０２２０（２３）９６３２
豊里福祉作業所　工房なかま  ℡０２２５（７６）１６０６
南方福祉作業所　あやめ園　  ℡０２２０（５８）３３７４

【開催時間】
午後１時３０分 ～ 午後４時３０分まで
（１相談：３０分間）
【相談時間】
①13：30～14：00　②14：15～14：45
③15：00～15：30　④15：45～16：15
※事前に予約が必要です。社協本部、または最寄りの社協各支所へご予約願います。
※申し込み状況によっては、キャンセル待ちとなりますので、予めご了承ください。

社会福祉協議会　お問い合わせ先一覧

４月　５日（金）
　５月１０日（金）
　６月　７日（金）
７月１２日（金）
９月　６日（金）
１０月　４日（金）
１１月　１日（金）
　１２月　６日（金）
Ｒ７.２月　７日（金）

３月　７日（金）

開　催　日 会　　　　場

　生活に関する不安や悩み、家庭内のトラブルや苦情問題など、お困りごとの相談を受けております。
まずはお気軽にご相談ください。（事前に電話等で相談内容をご連絡いただきますとスムーズな相談対
応ができますので、社協各支所へご連絡ください。）

司法書士による法律相談司法書士による法律相談
　宮城県司法書士会登米支部所属の司法書士による、法
律・相続・損害・家族問題・契約・土地境界問題など、
無料で相談に応じます。

中田老人福祉センター
豊里高齢者趣味の交流館
迫老人福祉センター
中田老人福祉センター
豊里高齢者趣味の交流館
迫老人福祉センター
中田老人福祉センター
豊里高齢者趣味の交流館
迫老人福祉センター
中田老人福祉センター
豊里高齢者趣味の交流館
迫老人福祉センター

米山総合保健福祉センター
石越福祉センター
登米老人福祉センター
米山総合保健福祉センター
石越福祉センター
登米老人福祉センター
米山総合保健福祉センター
石越福祉センター
登米老人福祉センター
米山総合保健福祉センター
石越福祉センター
登米老人福祉センター

津山老人福祉センター
南方総合支所
東和総合支所
津山老人福祉センター
南方総合支所
東和総合支所
津山老人福祉センター
南方総合支所
東和総合支所
津山老人福祉センター
南方総合支所
東和総合支所

　４月　４日
　５月　２日
６月　６日
７月　４日
８月　１日
９月　５日
１０月　３日
１１月　７日
１２月　５日
Ｒ７.１月９日
２月　６日
３月　６日

会　　場 開　　催　　場　　所

迫 老 人 福 祉 セ ン タ ー
中 田 保 健 福 祉 会 館
迫 老 人 福 祉 セ ン タ ー
中 田 保 健 福 祉 会 館
迫 老 人 福 祉 セ ン タ ー
中 田 保 健 福 祉 会 館
迫 老 人 福 祉 セ ン タ ー
中 田 保 健 福 祉 会 館
迫 老 人 福 祉 セ ン タ ー
中 田 保 健 福 祉 会 館

【社協本部】
TEL：０２２０（２１）６３１０
FAX：０２２０（２１）６３２０

迫老人福祉
センター
（社協本部）

迫風園迫支援学校

瀬峰方面 遠藤商店

佐沼警察署

登米市役所
迫総合支所

登米村田
製作所ファミリー

マート

地域支援等に取り組む団体等への支援について

ご寄付の紹介

【迫支所】
・㈲迫観光タクシー従業員一同　様
・匿　名
【登米支所】
・宮城県登米高等学校 生徒会執行部 文化祭実行委員会様

【中田支所】
・匿　名
・匿　名
【豊里支所】
・㈲ファクトリーカワムラ 代表取締役 川村利夫 様

・小野寺　様

【米山支所】
・後小路行政区　様
・米山町グラウンドゴルフ協会　様
・匿　名
・匿　名
【石越支所】
・いしこしENJOY元気カップホールインワン基金 様

【南方支所】
・平　井　進　福　様
・大　内　靖　子　様
・匿　名
・匿　名
【本部】
・宝江中40年会 様
・迫リコー株式会社 様
・SBS三愛ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ株式会社迫営業所 様

15,000円
3,225円

32,921円

 100,000円
10,000円

32,862円
300円

6,067円
1,853円
5,000円
3,000円

1,100円

 50,000円
6,200円
 50,000円
1,200円

78,247円
16,426円
 29,402円

【迫支所】
・北方婦人会　様
・鈴　木　光　子　様
・星　　　　　輝　様
・伊　藤　昌　篤　様

・上　野　　　宥　様
・匿　名
・匿　名
・匿　名
【東和支所】
・菅　原　峰　生　様
・及　川　幸　子　様
【中田支所】
・みやぎ北上商工会 女性部中田支部　様

・株式会社ダイナム　様
・千　葉　ミヨ子　様

・遠　藤　徳　子　様
・三　上　誠　志　様
・匿　名
・匿　名
・匿　名
・匿　名
【米山支所】
・鎌　田　真由美　様

・濱　田　香　代　様
・佐久間　　　久　様
・飛鳥未来きずな高等学校登米本校　様
・匿　名
・匿　名
・匿　名
・匿　名
・匿　名
【石越支所】
・新　妻　市　朗　様
・工　藤　　　壽　様
・関　　　温　次　様
・千　葉　丈　夫　様
・菅　原　利　行　様
・三　浦　まさ子　様
・金　　　　　勲　様
・匿　名

・匿　名

【南方支所】
・中津川　優　子　様
・匿　名
【津山支所】
・千　葉　健　太　様
・中　村　洋　子　様
・匿　名
・匿　名

雑巾100枚
50円ハガキ45枚

 チャイルドシート4台

紙おむつ2袋、尿取りパット1袋、下着45枚
ボックスティッシュ 10箱

50円ハガキ50枚、63円ハガキ2枚
手提げ紙袋100枚
ストッキング多数

南瓜50個
お手玉20個

フェイスタオル35枚、バスタオル3枚
アニメＤＶＤ31枚

肌着14枚、ズボン下4枚、申又2枚、シャツ5枚、
ズボン1枚、靴下7足、パジャマ2組

お手玉30個
ＣＤ1枚

尿取りパッド7袋
リハビリパンツ1袋

雑巾100枚
おむつ1袋

子供用車いす3台

紙おむつ1袋、パット1袋
 尿取りパッド
大根33本

カップ麺28個
お茶1袋
お茶8袋

切手84円×4枚、63円×4枚
フットラウンジ（マッサージ機）1台

大根26㎏、小松菜7㎏
白菜8玉、大根30㎏、人参3㎏

かぼちゃ 30個
ねぎ2㎏、大根5本、玉ネギ11㎏

門松
紙パンツ2袋

白菜30玉、大根35本
白菜10玉、大根5本、長芋2本、ごぼう10本、

人参20㎏、かぼちゃ 1個、長ネギ18㎏

薄型パンツ1袋、防水シーツ1袋、ビニール袋2箱

タオル7枚、ホッカイロ62個
もち米10㎏

乾燥しいたけ15袋（15g×15袋）
タオル50本
白菜・大根

粉ミルク１缶（810g）

～あたたかい善意　ありがとうございました～
令和５年１２月１日～令和６年２月２９日まで

★寄付金

★地域ささえあい事業預託

【迫支所】
・有限会社おのたけ装飾　様
※お詫びと訂正
12月20日発行とめし社協だより第76号に掲載しました特
別会員名の記載に誤りがありましたので、訂正し記載させ
ていただきます。謹んでお詫び申し上げます。

 1口

特別会員の紹介 ～ご協力ありがとうございました～
令和５年１２月１日～令和６年２月２９日まで

社協会費は税制上の優遇措置を受けることができます。

開設日：毎月第１木曜日１０時～１１時３０分
※第１木曜日が休日等の場合は翌週になります。

【本　部】
・株式会社ＧＮＥ 様 1口

上杉皮膚科医院様より食品を
寄贈いただきました 地域ささえあい事業

◀登米市社会福祉協議会では、
一時的な生活困窮者等の食の支
援として「フードバンク事業」
を実施しています。この度、上
杉皮膚科医院.院長.上杉恭弘様よ
り、食品を寄贈いただきまし
た。ありがとうございました。

　地域住民が主体となって取り組む、地域福祉を目的と
した互助活動に対し、1団体30,000円を上限に助成を行
います。（令和6年4月1日から受付）
詳細は、社協本部または各支所へお問い合わせ下さい。

東北財務局では、借金を抱えてお悩みの方々からの相談を受け付けています（相談無料）。
●連絡先：022-266-5703（直通）　※月～金（祝日、年末年始を除く）9：00～ 12：00、13：00～ 17：00

【多重債務者相談窓口】

返しきれない借金で悩んでいませんか？
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ひとりで悩んでいませんか？ひとりで悩んでいませんか？

生活相談生活相談

各支所等
迫　支所 ℡０２２０（２２）３５３７ ／ 登米支所 ℡０２２０（５２）４８８９ ／ 東和支所 ℡０２２０（４５）２１３９
中田支所 ℡０２２０（３４）２０３０ ／ 豊里支所 ℡０２２５（７９）１１３５ ／ 米山支所 ℡０２２０（５５）２６４４
石越支所 ℡０２２８（３４）２５０１ ／ 南方支所 ℡０２２０（５８）５３０３ ／ 津山支所 ℡０２２５（６８）２１６１
登米地域福祉サポートセンター（まもりーぶ） ℡０２２０（２１）５３８０
米山地域包括支援センター(本所)℡０２２０（２９）５８２１／ 南方地域包括支援センター(分室)℡０２２０（５８）４３１１

介護保険サービス事業所
中田居宅介護支援事業所　　℡０２２０（３５）１２１８ ／ 米山居宅介護支援事業所　 ℡０２２０（５５）４０３０
石越居宅介護支援事業所　　℡０２２８（３５）５５７１
中田デイサービスセンター　℡０２２０（３４）２０３０／ 石越デイサービスセンター　℡０２２８（３５）５５７２
米山デイサービスセンター　℡０２２０（５５）５６１１
訪問介護事業所（ホームヘルプサービス）℡０２２０（５５）１０６５
認知症高齢者グループホームほほえみ　　℡０２２８（３５）５５７３
特別養護老人ホーム風の路　　　　　　　℡０２２８（３４）４１６５

障害福祉サービス事業所
ケアホーム　カーサにしき　  ℡０２２０（２３）９６３２
豊里福祉作業所　工房なかま  ℡０２２５（７６）１６０６
南方福祉作業所　あやめ園　  ℡０２２０（５８）３３７４

【開催時間】
午後１時３０分 ～ 午後４時３０分まで
（１相談：３０分間）
【相談時間】
①13：30～14：00　②14：15～14：45
③15：00～15：30　④15：45～16：15
※事前に予約が必要です。社協本部、または最寄りの社協各支所へご予約願います。
※申し込み状況によっては、キャンセル待ちとなりますので、予めご了承ください。

社会福祉協議会　お問い合わせ先一覧

４月　５日（金）
　５月１０日（金）
　６月　７日（金）
７月１２日（金）
９月　６日（金）
１０月　４日（金）
１１月　１日（金）
　１２月　６日（金）
Ｒ７.２月　７日（金）

３月　７日（金）

開　催　日 会　　　　場

　生活に関する不安や悩み、家庭内のトラブルや苦情問題など、お困りごとの相談を受けております。
まずはお気軽にご相談ください。（事前に電話等で相談内容をご連絡いただきますとスムーズな相談対
応ができますので、社協各支所へご連絡ください。）

司法書士による法律相談司法書士による法律相談
　宮城県司法書士会登米支部所属の司法書士による、法
律・相続・損害・家族問題・契約・土地境界問題など、
無料で相談に応じます。

中田老人福祉センター
豊里高齢者趣味の交流館
迫老人福祉センター
中田老人福祉センター
豊里高齢者趣味の交流館
迫老人福祉センター
中田老人福祉センター
豊里高齢者趣味の交流館
迫老人福祉センター
中田老人福祉センター
豊里高齢者趣味の交流館
迫老人福祉センター

米山総合保健福祉センター
石越福祉センター
登米老人福祉センター
米山総合保健福祉センター
石越福祉センター
登米老人福祉センター
米山総合保健福祉センター
石越福祉センター
登米老人福祉センター
米山総合保健福祉センター
石越福祉センター
登米老人福祉センター

津山老人福祉センター
南方総合支所
東和総合支所
津山老人福祉センター
南方総合支所
東和総合支所
津山老人福祉センター
南方総合支所
東和総合支所
津山老人福祉センター
南方総合支所
東和総合支所

　４月　４日
　５月　２日
６月　６日
７月　４日
８月　１日
９月　５日
１０月　３日
１１月　７日
１２月　５日
Ｒ７.１月９日
２月　６日
３月　６日

会　　場 開　　催　　場　　所

迫 老 人 福 祉 セ ン タ ー
中 田 保 健 福 祉 会 館
迫 老 人 福 祉 セ ン タ ー
中 田 保 健 福 祉 会 館
迫 老 人 福 祉 セ ン タ ー
中 田 保 健 福 祉 会 館
迫 老 人 福 祉 セ ン タ ー
中 田 保 健 福 祉 会 館
迫 老 人 福 祉 セ ン タ ー
中 田 保 健 福 祉 会 館

【社協本部】
TEL：０２２０（２１）６３１０
FAX：０２２０（２１）６３２０

迫老人福祉
センター
（社協本部）

迫風園迫支援学校

瀬峰方面 遠藤商店

佐沼警察署

登米市役所
迫総合支所

登米村田
製作所ファミリー

マート

地域支援等に取り組む団体等への支援について

ご寄付の紹介

【迫支所】
・㈲迫観光タクシー従業員一同　様
・匿　名
【登米支所】
・宮城県登米高等学校 生徒会執行部 文化祭実行委員会様

【中田支所】
・匿　名
・匿　名
【豊里支所】
・㈲ファクトリーカワムラ 代表取締役 川村利夫 様

・小野寺　様

【米山支所】
・後小路行政区　様
・米山町グラウンドゴルフ協会　様
・匿　名
・匿　名
【石越支所】
・いしこしENJOY元気カップホールインワン基金 様

【南方支所】
・平　井　進　福　様
・大　内　靖　子　様
・匿　名
・匿　名
【本部】
・宝江中40年会 様
・迫リコー株式会社 様
・SBS三愛ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ株式会社迫営業所 様

15,000円
3,225円

32,921円

 100,000円
10,000円

32,862円
300円

6,067円
1,853円
5,000円
3,000円

1,100円

 50,000円
6,200円
 50,000円
1,200円

78,247円
16,426円
 29,402円

【迫支所】
・北方婦人会　様
・鈴　木　光　子　様
・星　　　　　輝　様
・伊　藤　昌　篤　様

・上　野　　　宥　様
・匿　名
・匿　名
・匿　名
【東和支所】
・菅　原　峰　生　様
・及　川　幸　子　様
【中田支所】
・みやぎ北上商工会 女性部中田支部　様

・株式会社ダイナム　様
・千　葉　ミヨ子　様

・遠　藤　徳　子　様
・三　上　誠　志　様
・匿　名
・匿　名
・匿　名
・匿　名
【米山支所】
・鎌　田　真由美　様

・濱　田　香　代　様
・佐久間　　　久　様
・飛鳥未来きずな高等学校登米本校　様
・匿　名
・匿　名
・匿　名
・匿　名
・匿　名
【石越支所】
・新　妻　市　朗　様
・工　藤　　　壽　様
・関　　　温　次　様
・千　葉　丈　夫　様
・菅　原　利　行　様
・三　浦　まさ子　様
・金　　　　　勲　様
・匿　名

・匿　名

【南方支所】
・中津川　優　子　様
・匿　名
【津山支所】
・千　葉　健　太　様
・中　村　洋　子　様
・匿　名
・匿　名

雑巾100枚
50円ハガキ45枚

 チャイルドシート4台

紙おむつ2袋、尿取りパット1袋、下着45枚
ボックスティッシュ 10箱

50円ハガキ50枚、63円ハガキ2枚
手提げ紙袋100枚
ストッキング多数

南瓜50個
お手玉20個

フェイスタオル35枚、バスタオル3枚
アニメＤＶＤ31枚

肌着14枚、ズボン下4枚、申又2枚、シャツ5枚、
ズボン1枚、靴下7足、パジャマ2組

お手玉30個
ＣＤ1枚

尿取りパッド7袋
リハビリパンツ1袋

雑巾100枚
おむつ1袋

子供用車いす3台

紙おむつ1袋、パット1袋
 尿取りパッド
大根33本

カップ麺28個
お茶1袋
お茶8袋

切手84円×4枚、63円×4枚
フットラウンジ（マッサージ機）1台

大根26㎏、小松菜7㎏
白菜8玉、大根30㎏、人参3㎏

かぼちゃ 30個
ねぎ2㎏、大根5本、玉ネギ11㎏

門松
紙パンツ2袋

白菜30玉、大根35本
白菜10玉、大根5本、長芋2本、ごぼう10本、

人参20㎏、かぼちゃ 1個、長ネギ18㎏

薄型パンツ1袋、防水シーツ1袋、ビニール袋2箱

タオル7枚、ホッカイロ62個
もち米10㎏

乾燥しいたけ15袋（15g×15袋）
タオル50本
白菜・大根

粉ミルク１缶（810g）

～あたたかい善意　ありがとうございました～
令和５年１２月１日～令和６年２月２９日まで

★寄付金

★地域ささえあい事業預託

【迫支所】
・有限会社おのたけ装飾　様
※お詫びと訂正
12月20日発行とめし社協だより第76号に掲載しました特
別会員名の記載に誤りがありましたので、訂正し記載させ
ていただきます。謹んでお詫び申し上げます。

 1口

特別会員の紹介 ～ご協力ありがとうございました～
令和５年１２月１日～令和６年２月２９日まで

社協会費は税制上の優遇措置を受けることができます。

開設日：毎月第１木曜日１０時～１１時３０分
※第１木曜日が休日等の場合は翌週になります。

【本　部】
・株式会社ＧＮＥ 様 1口

上杉皮膚科医院様より食品を
寄贈いただきました 地域ささえあい事業

◀登米市社会福祉協議会では、
一時的な生活困窮者等の食の支
援として「フードバンク事業」
を実施しています。この度、上
杉皮膚科医院.院長.上杉恭弘様よ
り、食品を寄贈いただきまし
た。ありがとうございました。

　地域住民が主体となって取り組む、地域福祉を目的と
した互助活動に対し、1団体30,000円を上限に助成を行
います。（令和6年4月1日から受付）
詳細は、社協本部または各支所へお問い合わせ下さい。

東北財務局では、借金を抱えてお悩みの方々からの相談を受け付けています（相談無料）。
●連絡先：022-266-5703（直通）　※月～金（祝日、年末年始を除く）9：00～ 12：00、13：00～ 17：00

【多重債務者相談窓口】

返しきれない借金で悩んでいませんか？
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令和５年度福祉ふれあい作品コンクール
　ポスター 小学校の部
　『最優秀賞』　登米小学校　６年　佐久田歩夢

令和５年度福祉ふれあい作品コンクール
　ポスター 小学校の部
　『最優秀賞』　登米小学校　６年　佐久田歩夢
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穏やかな日差しから、少しずつ春の訪れを感じる季節となり
ました。３月は卒園・卒業のシーズン。こども園、小・中・高・大学校
を卒業される皆さんおめでとうございます。4月は春というイメージとと
もに、入学・就職など新しい出発の時期です。新入生や新社会人は慣れ
ない環境に戸惑うこともあるかもしれませんが、夢と希望を持ってスタ
ートして欲しいです。一緒に頑張りましょう！！ (千葉弘樹）

登米市社協ホームページ

http://www.tome-shakyo.jp/
編集後記

とめし
社協だより
とめし
社協だより
とめし
社協だより

第77号
令和6年3月18日発行

TOME CITY
COUNCIL OF

SOCIAL WELFARE

今年度の「福祉ふれあい作品コンクール」への応募点数は６７４点でした。
作文・標語・ポスター・書道の４部門それぞれのテーマに沿った多くのす
ばらしい作品をありがとうございました。

福祉ふれあい作品コンクール
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　本年度は、クリーンキャンペーンを市内９か所で、また能登半島地震義援金の街頭募金を市内３カ所で実
施いたしました。多くの皆さんにご協力をいただき、誠にありがとうございました。
　登米市ボランティア協会では、地域の皆様と共に今後も活動を続けてまいります。
清掃活動：迫老人福祉センター周辺、登米公民館・老人福祉センター周辺、東和町三滝堂周辺
　　　　　中田老人福祉センター周辺、陸前豊里駅前周辺、米山町平筒沼周辺
　　　　　石越福祉センター周辺、南方中央運動広場、津山もくもくランド周辺
募金活動：令和６年２月１８日 ウジエスーパー佐沼店、みやぎ生協加賀野店、道の駅三滝堂
募 金 額：２１４，５９４円

【きれいな町クリーンキャンペーンと支え合い募金活動】
【登米市ボランティア協会】

作品展示会の様子（イオンタウン佐沼店）

この広報には皆様の会費と赤い羽根共同募金
配分金の一部が使われております。

登米市社協
マスコットキャラクター
ふくまる

令和5年度 登米市社会福祉協議会会長表彰者の紹介
令和5年度 福祉ふれあい作品コンクール入賞者の紹介
支所トピックス
ふくまるフェスタ開催について
『能登半島地震義援金』へのご協力ありがとうございました
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新しく評議員が選任されました
のでお知らせします。（敬称略）

退任されました、杉山孝俊さんには、
本会の運営にご尽力をいただき、深
く感謝申し上げます。

猪股　圭太郎
(とめ青年会議所理事長)
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